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投票時間等の最適化に係る対応について 

 

１ 目的 

有権者のニーズや投票行動，本市の選挙の執行状況等を踏まえ，期日前投票と

当日投票における投票時間等を最適化することで，投票率の向上に資する効果的

で合理性のある選挙執行の推進をめざすもの 

 

２ これまでの経緯 

平成 ９年 選挙当日の投票終了時刻を午後６時から午後８時に延長 

平成１６年 期日前投票所を設置（市役所本庁舎，各地区市民センター・出張所） 

 平成２２年 選挙に係る委託金等の経費が約２割削減 ←国の行財政改革の影響 

平成２８年 期日前投票所の増設（アピタ宇都宮店，宇都宮大学） 

令和 ２年 期日前投票所の拡充や当日投票時刻の繰り上げ等に係る方向性を整理 

 令和 ３年 各種アンケート調査の実施 

       期日前投票所の増設（イトーヨーカドー宇都宮店（ベルモール内）） 

 

３ 現状・課題及び対応の概要 

⑴ 有権者等のニーズ 

調査名 

（実施月） 

【①回答者数】 

【②回答率】 

Ｗｅｂｱﾝｹｰﾄ 

（4 月） 

【①184 人】 

市政世論調査

（7 月） 

【①400 人】 

【②50.0%】 

有権者ｱﾝｹｰﾄ 

（10 月） 

【①577 人】 

【②72.1%】 

投票立会人等

ｱﾝｹｰﾄ（10 月）

【① 280 人】 

【②96.9%】 

期日前投票の

拡充 

（場所や時間） 

５４．３％ ５６．３％ ６１．４％ ５８．９％ 

投票所開設 

時間の見直し 

（繰り上げ） 

５９．８％ ５５．０％ ８８．６％ ９１．８％ 

⇒ いずれの調査においても，「期日前投票の拡充」・「投票所開設時間の見直し（繰

り上げ）」ともに賛成多数の結果であった。 
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⑵ 期日前投票 

現状 

○ 投票所：２０か所（市役所本庁舎，地域行政機関，商業施設・大学） 

○ 投票期間：公示・告示日の翌日から選挙日の前日まで（６日間～１６日間）  

※投票所に応じて，期間を設定 〈例〉イトーヨーカドー ３日間（金・土・日） 

○ 投票時間：午前８時３０分～午後８時 

   ※投票所に応じて，時間を設定 〈例〉宇都宮大学 午前１０時～午後４時 

○ 全投票者に占める期日前投票者の割合と数の推移 

（衆議院選挙（栃木第１区）） 

平成１７年：１２．１％ ⇒ 令和３年：３１．０％（約２．６倍に増加） 

平成１７年：２８，２６６人 ⇒ 令和３年：６３，３５５人（３５，０８９人増加） 

○ 期日前投票の利用者は年々増加，特に商業施設における期日前投票所

は，若年層の投票者も多く，投票率の向上に大きく貢献 

課題 

及び 

対応 

○ 投票率が低下傾向にある中，更なる有権者の利便性向上と投票機会の拡充

を図るため，ニーズの高い「期日前投票の拡充」等の効果的な対応を進めるこ

とが必要 

⇒ 有権者のニーズや投票状況等を踏まえながら，引き続き，多くの利用

が見込める期日前投票所の設置などの投票機会の拡充に向けた取組を

推進 

 

⑶ 当日投票 

現状 

○ 投票所：１０１か所（小・中学校等） 

○ 投票時間：午前７時～午後８時 

※午後７時～午後８時の投票者：当日投票者の約２～４％(全時間帯で最低)

○ 当日投票者数の推移（衆議院選挙（栃木第 1 区）） 

平成１７年：２０５，４２４人 ⇒ 令和３年：１４０，２９１人（６５，１３３人減少） 

○ 当日投票の投票者は年々減少，また，午後７時から午後８時までの投票者

は，継続的に特に少ない状況 

○ 若年層や地域への公募を積極的に行っているが，立会人は高齢化が進み，

従事時間が長く負担が大きい等の理由から，年々，確保が難しい状況 

課題 

及び 

対応 

○ 当日投票の選挙執行に不可欠な立会人等を確実に確保し，適正かつ適切

な選挙が執行できる体制を維持するため，有権者のニーズや投票状況等を踏

まえながら，投票時間の最適化等に取り組むことが必要 

⇒ 選挙当日の終了時刻を，次期選挙（参議院選挙）から，午後８時から午後７ 

時に繰り上げ，選挙従事者の確実な確保など，適正かつ適切な選挙執行が 

維持できるよう対応 
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４ その他 

投票率全体を押し上げていくため，投票時間等の最適化に係る対応とあわせ

て，若年層の投票率向上に向け，市内の大学等と連携・協力し，実際に学生等と

定期的な意見交換を行い，それらを踏まえた対策の検討・整理を行うなど，実効

性のある対応を推進 

 

５ 今後のスケジュール 

 令和３年１２月   市ホームページ等で公表 

 令和４年６月～７月 選挙管理委員会に付議し決定（当日投票の終了時刻の繰り上げ） 

           ※以降，選挙ごとに選挙管理委員会に付議し決定 


